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新著紹介

新 著紹介:竹 内治彦編著

     『グローバ リゼー シ ョンの社会 学』八千代出版、1997年3月

                               竹 内 治 彦

 この教科書の編集方針 というのは、社会学を学ぶ ことを所与にしない とい うことで した。

別の言葉で言 うと、受け手の側は何 も社会学体系を 「学ばねばな らない」状況にはない と

い うことです。社会学を学ばねばならない人 に、体系的に社会学を学んで もらうのな らば

別の方針があった と思います。 しか し、例 えば、私が勤めているような経営学部の、いわ

ゆる(旧)教 養課程の中で、いくつかある科 目の中で社会学を取ろ うか迷っている学生に

も興味が持てるものにする、 しか も期間は1年 間、オフィシャルには年間30回 、現実には

それ よりも幾分少ない講義 日数の中で説明す るとなると学問の体系的な説明はほ とん どで

きなくな ります。こうした場合に、その学問の本質的な考え方についての講義 を繰 り返 す

方法 と、応用的な側面に特化 し現実分析を通 じてその学問の特徴を感 じ取 らせ る方法が あ

るかと思います。この本は、 この後者の方法 を選択 したものだ と言 うことができます。 し

たが って、社会学理論の解説にはあま り紙幅 を割かず、今 日の問題について社会学の視 点

か ら解説す る、つまり社会学によって現実を説明することに 主眼をおいています。

 社会の現実 といっても、取 り上げるべき事 象は人によって様々なのであ り、共通の視 点

を定める必要が生 じます。そ こで共通テーマ として、グローバ リゼーションを選び、それ

と関連 させつつ開発や外国人労働者、情報化、災害、環境、マイノリティー等の多様なテー

マに関 して論 じて もらいま した。主観についての再帰的な考察(反 省)を 土台 とした社 会

学研究が主流になっている感があるなかで、いささか古風なマクロ的視点を重視 してみ ま

した。 とくに行政関係の仕事や、実践運動に携わ った ことのある執筆者に書いて もらった

章には編者の非 力をカバーする力強さがあるのでは期待 しています。また、データを重視

しよ うとい うことで、各章で3～4頁 つつの図表や資料の頁を入れ、なるべ く最新のデー

タについて解説 してもらいま した。他方で、社会学 としての足を固めるために、階層や 学

歴、家族、人口といったテーマにについては重点的に取 り上げています。

 社会学的な解説を試みる と言っても、執筆 者達に共通の社会学的(研 究)手 法が確実に

あ ったわ けではない し、取 り上げているテーマ も上述のよ うに広い範囲に渡 っています 。

それで も全体を読み進めるなかで、た しかに人間は社会を形成 しなが ら生きてお り、そ し

て、その社会に規定 されても生きている とい う、人間存在の社会性が具体的な論述の背後

に見えてくれれば とい うのが、意図 した ところで した。そのため、この本では社会形成 と

いった表現を用いています。例えば、欧米の社会的勢力とよばれるような組織(労 働組合、

市民団体)の 目標 とする社会制度の充実 と、 日常的な社会生活の蓄積 とに共通 させて 「社

会」を構築することを考え、そ うした問題認識を社会形成 と表現 しているものです。欧語
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では二つの異なる 「社会」ですが、社会的公正基準 といった時の社会 と、社会生活を充実

させるといった時の社会 とに、共通 して社会 とい う問題領域があるのだ と考え、それが経

済や法 と対比され る、個別専門学科 としての社会学の対象であると論 じています。

                                 (本体価格、2,400円)

                       (たけうち はるひご 岐阜経済大学経営学部)
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